
８ インド・アンドラプラデシュ（ＡＰ）州との交流 
 

① 「交流・協力に関する覚書」の締結の経緯 

富山県はこれまで、インドとの経済交流を積み重ねてきており、2014年には、医薬品分野において県

薬業連合会とインド製薬工業会が交流に関する覚書を締結したほか、2013年、2014年には富山県におい

てインド映画のロケが実施されるなど文化面での交流も進めてきました。こうしたなか、2015 年 10 月

にインドのアンドラプラデシュ（ＡＰ）州の訪問団が来県し、富山県との新たな交流協定について提案

をいただき、これを受け協議や調査を進めた結果、同年12月11日、同州との間で「交流・協力に関す

る覚書」を締結しました。 

  

② 交流の広がり 

 覚書締結後、2015年12月に交流の第一歩として、県議会や県内経済界、薬業界の関係者とともに、「富

山県ＡＰ州友好訪問団」がインドを訪問し、交流の礎を固めました。その後、人材交流の面では、2017

年８月に富山県で初めてＡＰ州出身のインド人国際交流員が国際課に着任しました。学術交流の面では、

2017年以降、ＡＰ州内の大学生等が来県し、県内大学の訪問や県内企業の視察等を行っています。2021

年には初めてＡＰ州内の大学生等と県内大学等のオンライン交流も実施しました。また、2018年からは

ＡＰ州からの留学生を県内大学で受け入れており、2022年には第２期の学生を受け入れました。 

経済交流の面では、2016年、2017年にインドに関心のある企業関係者をＡＰ州に派遣し、ビジネス環

境の視察を行いました。また2018年にはＡＰ州の訪問団を受け入れ、県内企業向けのＡＰ州ビジネスセ

ミナーや県内医薬品関連企業との意見交換を行う薬業界円卓会議を開催しました。 

            

③ ＡＰ州の概要  

〈首相〉 ナラ・チャンドラバブ・ナイドゥ（2024年～／任期5年） 

〈人口〉  約4,957万人（2011年） ※日本の約４割、富山県の約49倍 

〈面積〉 160,205ｋ㎡ ※日本の本州の約７割、富山県の約38倍  

〈新州都〉州第２の都市ヴィジャヤワーダ近郊に新州都「アマラヴァティ」を開発中 

〈旧州都〉ハイデラバード（2024年まで） 

〈地勢〉 

チェンナイ大都市圏に隣接し、インド東海岸

に位置する、インド南部の州。 

港が多数あり、東アジアからのアクセスもよ

いことから、日系企業の新たな投資先、輸出拠

点として注目を集めています。  

また、旧州都ハイデラバードは、2024年以降、

ＡＰ州から分離独立したテランガナ州の州都と

なるため、ＡＰ州は、新たな州都アマラヴァテ

ィの開発や産業振興を外資も導入しながら急ピ

ッチで進めています。 

〈気候〉 

ＡＰ州は３月から６月までの間は夏で、この

時期の気温は20℃から40℃ですが、地域によっ

ては日中に45℃に達することもあります。７月から９月まで雨の季節となり、主に北東モンスーンの

影響を受けます。10月から２月までは冬ですが、気温は13℃～30℃あり、厳しくない冬です。  

〈産業〉 

ＡＰ州は、直近７年間のGDP年平均成長率が12%を超え（ルピーベース）、経済成長が著しいインド

の中でも、特に成長性の高い地域です。かつては農業がＡＰ州の中心産業でしたが、近年は産業構造

の高度化が進んでおり、工業やサービス産業が主要な産業セクターになっています。新州都の開発に

伴い、工業化やインフラ開発のニーズが高まっています。 

〈GDP〉約13兆1773億ルピー ※名目GDP（2020-21年） 

ニューデリー

ムンバイ

チェンナイ

旧州都：ハイデラバード

第2の都市：ヴィジャヤワーダ

アンドラプラデシュ州

新州都：アマラヴァティ

最大都市：
ヴィシャカパトナム
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令令和和55年年度度AAPP州州ととのの交交流流事事業業実実績績

部局 事業名 内容 実施時期

生活環境
文化部

国際交流員の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語
学指導等を行うインド・AP州出身の国際交流員を
配置

通年

生活環境
文化部

インド・AP州県費留学生
受入事業

インド・AP州から県内大学へ留学生を１名受入れ
R4.9月～R6.3月
(R7.3月迄受入予
定）
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９ スイス･バーゼル地域との交流 

 

① 友好交流の経緯 

  本県薬業は、300 年以上の歴史を有し、現在も高い製造技術力や製剤開発力を有する数多くの医

薬品製造企業があり、全国トップクラスの生産拠点を形成しています。医薬品分野における国際競

争が激化する中、本県薬業が一層発展していくためには、各企業が有する製薬技術等を活かして、

海外企業との連携等を進めていくことが重要な課題となっています。このようなことから、(一社)

富山県薬業連合会では、世界の薬都と呼ばれるスイス･バーゼル地域との交流を平成18年度から実

施しています。 

スイス･バーゼル地域は、スイス北西部      

のドイツとフランスの国境に位置し、バー   

ゼル・シュタット州の州都バーゼル市には   

世界的な製薬企業であるノバルティス社や 

ロシュ社が本社を置くなど、医薬品、化学、  

バイオ関連企業、研究所が多数集積し、「世  

界の薬都」と呼ばれるにふさわしい地域で 

す。この交流をきっかけに、バーゼルの製 

薬企業と取引を始めた県内の製薬企業も 

あり、交流の成果も着実に現れてきました。 

県では、ビジネス面でのさらなる連携強化を  

支援するとともに、本県薬業の一層の発展につなげるため、平成21年10月にバーゼル・シュタッ

ト州及びバーゼル・ラントシャフト州政府と交流協定等を締結し、医薬品分野を中心に、学術、芸

術・文化等も含めた交流を積極的に推進してきました。さらに、平成 30 年 8 月には、大学間の交

流や、バイオ技術分野の交流の推進等を盛り込んだ新たな協定を締結しました。 

 

② 交流の広がり 

   医薬品分野においては、バーゼル地域との交流協定等に基づき、平成22年度に富山で「第１回富

山・バーゼル医薬品研究開発シンポジウム」を開催して以降、これまでに７回にわたり隔年で相互

に共同シンポジウムを開催してきました（平成22年度富山開催（オンサイト）、平成24年度バーゼ

ル開催（オンサイト）、平成26年度富山開催（オンサイト）、平成28年度バーゼル開催（オンサイ

ト）、平成30年度富山開催（オンサイト）、令和３年度バーゼル開催（オンライン）、令和５年度富

山開催（オンサイト・オンライン））。また、学術面では、平成24年度～平成26年度に、県内の医

薬品研究者がバーゼル大学等で研究活動を行うことに対する助成事業を実施し、２名の研究者を派

遣したほか、平成27年度からはバーゼルで開催される学会に県内大学等の若手研究者を発表者とし

て派遣する（令和元年度までに19名を派遣）等、研究交流を推進しています。さらに令和３年３月

には、富山県立大学と富山大学が、平成30年に締結したスイスのバーゼル大学との学術交流協定を

更新しました。 

芸術、文化等の分野においては、これまでに、バーゼル音楽院で学んでいる若手音楽家によるコ

ンサートを本県で13回にわたり開催する等、音楽を通じた交流を深めています。 

 

③ バーゼル地域の概要 

<公用語>   ドイツ語 

 <都市概要>  スイス北西部、ライン川のほとりに位置し、ドイツ、フランス、スイスの３国の国境が

接する地点である。人口の約30％は外国から集まる。 

医薬品をはじめ、化学薬品、バイオテクノロジーなどのライフサイエンス産業の発展し

た「世界の薬都」。世界的製薬メーカーであるノバルティス社、ロシュ社の本社を擁する。 

化学分野や金融を中心に、経済の発展した都市。人口あたりの GDP はスイス国内の州別

で最も高い。 

   ⅰ.バーゼル・シュタット準州 

   <面積> 37k㎡ 

   <人口> 19.6万人 

ⅱ.バーゼル・ラントシャフト準州 

<面積> 518k㎡ 

<人口> 28.9万人 

バーゼル地域

フランス

スイス連邦

ドイツ

オーストリア

イタリア

バーゼル・ラントシャフト州

ジュネーブ

ベルン（首都）

チューリヒ
バーゼル・シュタット州
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④ 令和５年度バーゼル地域との交流実績
◎県関係事業
部 時期（期間）

厚
生
部

1 R5.8.29～30

⑤ バーゼル地域との人物交流一覧

◎県内医薬品研究者等バーゼル大学等派遣事業による派遣研究者
氏名 派遣期間

黒 岡 武 俊
H25.3～H25.9
(６か月間)

吉 岡 め ぐ み
H25.10～H26.8
(10か月間)

◎富山・バーゼル若手研究者等派遣事業による派遣研究者
年度 派遣期間

H27.9.20～27
(８日間)

H27.9.20～27
(８日間)

H27.9.20～27
(８日間)

H27.9.20～27
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

事業名 内容

富山バーゼル医薬品シン
ポジウム開催事業

　令和５年８月に富山で第７回ジョイントシンポジウムにを開催し、富
山・バーゼル両地域の大学・製薬企業の研究者・学生が口頭発表・ポ
スター発表を行った。（参加者延べ約570名）

年度 所属 派遣先

H24～25
富 山 大 学 大 学 院
理 工 学 研 究 部 （ 工 学 ）

バーゼル大学理学部薬学科

H24～26
富 山 大 学 大 学 院
理 工 学 研 究 部 （ 工 学 ）

バーゼル大学生命臨床医学部発生分子免疫学
科

氏名 所属 活動内容

H27

岡 本 直 樹
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部
( テ イ カ 製 薬 株 式 会 社 )

スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、ポス
ター発表、現地研究機関および製薬企業の訪
問

大 久 保 裕 介 富山化学工業株式会社

スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、ポス
ター発表、現地研究機関および製薬企業の訪
問

平 本 文 隆 東 亜 薬 品 株 式 会 社
スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、現地研
究機関および製薬企業の訪問

島 田 晋 吾
リ ー ド ケ ミ カ ル
株 式 会 社

スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、現地研
究機関および製薬企業の訪問

H28

當 銘 一 文
富 山 大 学 和 漢 医 薬 学
総 合 研 究 所

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

林 祥 弘
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

渡 邉 康 春
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

内 冨 遼
救 急 薬 品 工 業
株 式 会 社

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

米 澤 裕 子 株 式 会 社 廣 貫 堂
スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問
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④ 令和５年度バーゼル地域との交流実績
◎県関係事業
部 時期（期間）

厚
生
部

1 R5.8.29～30

⑤ バーゼル地域との人物交流一覧

◎県内医薬品研究者等バーゼル大学等派遣事業による派遣研究者
氏名 派遣期間

黒 岡 武 俊
H25.3～H25.9
(６か月間)

吉 岡 め ぐ み
H25.10～H26.8
(10か月間)

◎富山・バーゼル若手研究者等派遣事業による派遣研究者
年度 派遣期間

H27.9.20～27
(８日間)

H27.9.20～27
(８日間)

H27.9.20～27
(８日間)

H27.9.20～27
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

事業名 内容

富山バーゼル医薬品シン
ポジウム開催事業

　令和５年８月に富山で第７回ジョイントシンポジウムにを開催し、富
山・バーゼル両地域の大学・製薬企業の研究者・学生が口頭発表・ポ
スター発表を行った。（参加者延べ約570名）

年度 所属 派遣先

H24～25
富 山 大 学 大 学 院
理 工 学 研 究 部 （ 工 学 ）

バーゼル大学理学部薬学科

H24～26
富 山 大 学 大 学 院
理 工 学 研 究 部 （ 工 学 ）

バーゼル大学生命臨床医学部発生分子免疫学
科

氏名 所属 活動内容

H27

岡 本 直 樹
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部
( テ イ カ 製 薬 株 式 会 社 )

スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、ポス
ター発表、現地研究機関および製薬企業の訪
問

大 久 保 裕 介 富山化学工業株式会社

スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、ポス
ター発表、現地研究機関および製薬企業の訪
問

平 本 文 隆 東 亜 薬 品 株 式 会 社
スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、現地研
究機関および製薬企業の訪問

島 田 晋 吾
リ ー ド ケ ミ カ ル
株 式 会 社

スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、現地研
究機関および製薬企業の訪問

H28

當 銘 一 文
富 山 大 学 和 漢 医 薬 学
総 合 研 究 所

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

林 祥 弘
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

渡 邉 康 春
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

内 冨 遼
救 急 薬 品 工 業
株 式 会 社

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

米 澤 裕 子 株 式 会 社 廣 貫 堂
スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

年度 派遣期間

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

R元.9.8～15
(８日間)

R元.9.8～15
(８日間)

氏名 所属 活動内容

H28

飯 島 未 宇
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 教 育 部
薬 科 学 専 攻

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、ポスター
発表、現地研究機関および製薬企業の訪問

太 田 美 沙 子
富 山 大 学 大 学 院
理 工 学 教 育 部
生 命 工 学 専 攻

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、ポスター
発表、現地研究機関および製薬企業の訪問

辻 貴 大
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 教 育 部
薬 科 学 専 攻

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、ポスター
発表、現地研究機関および製薬企業の訪問

H29

岩 永 進 太 郎
富 山 大 学 大 学 院
理 工 学 研 究 部
（ 工 学 ）

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、口頭・ポスター発表、現地研究機関
等訪問

安 田 佳 織
富 山 県 立 大 学
工 学 部 医 薬 品 工 学 科

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

斎 藤 一 也
富 士 製 薬 工 業
株 式 会 社

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

藤 井 美 春 株 式 会 社 廣 貫 堂
スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

堀 内 威 佐 男 テ イ カ 製 薬 株 式 会 社
スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

R元

藤 井 拓 人
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部
( 薬 学 )

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2019」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

河 西 文 武
富 山 県 立 大 学
工 学 部 医 薬 品 工 学 科

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2019」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問
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10　その他の国・地域との協定等
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Humberto Miguel Prado Correa

Eliza Erika Sumi
Ana Maria Yumi Aoki    
Erika Yayoi Fujiki   
Cinthia Yumi Maeda   
Everson Esteques Lemos   
Joao Gabriel Silva Matias

   
Marcelo Tomoaki Yoshimura   
Aline Akemi Yamashita    
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Darren John Peterson   
Mari Heather Bergeron   
Angela Howell  
Gregory Sutch  
Kevin Fuchs  
David Millard  
Anathea Manning  
Craig Robert Saunders   
Takako Suzuki  
Janet Locke  
Adam Bigelow  
Dan Sinawat  
Nicholas Gallagher  
Clark Coleman  
Alexandra Coats  
Jenkins Akeem  
Akiyo Horiguchi  
Abram Leon  
Mathieu Glacet
Alice Rees  

Kolmogorov Andrei  
Tcharikov Dmitri  
Chuikov Denis  
Krasnozhon Valeriya  
Lipinskaya Dinara  
Shcherbatyuk Anastasia  
Britcina Tatiana  
Shakhov Stanislav  

Borduleva Tatiana   

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

Dasari Ramesh  
Bhagavatula Sirilalitya  

Hoang Thi Cham   
Nguyen Thi Thao   
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12　経済交流
(1) 県内企業の海外進出状況(国別)

地域 国名 企業数 事業所数

中国 292

中国(香港・マカオ) 30

中国(台湾） 15 23

韓国 13 16

フィリピン 4 6

マレーシア 14 22

ミャンマー 9 9

インドネシア 21 32

シンガポール 16 20

ベトナム 37 53

カンボジア 5 5

タイ 61 88

ラオス 1 1

インド 15 43

ネパール 1 1

ブータン 1 1

バングラディシュ 1 3

スリランカ 1 3

パキスタン 1 3

小計 334 651

オーストラリア 5 7

ニュージーランド 2 3

小計 7 10

トルコ 2 2

エチオピア 1 1

小計 3 3

イギリス 4 6

ドイツ 13 18

スイス 1 1

スウェーデン 3 4

ハンガリー 2 2

チェコ 4 5

フランス 3 4

ベルギー 2 2

オランダ 2 3

イタリア 1 2

スペイン 2 2

ロシア 3 5

デンマーク 1 1

ポーランド 2 2

オーストリア 1 1

ルーマニア 1 1

ポルトガル 1 1

ギリシャ 1 1

小計 47 61

カナダ 5 6

アメリカ合衆国 31 59

小計 36 65

メキシコ 9 13

ブラジル 4 7

アルゼンチン 1 1

チリ 2 2

コロンビア 1 1

ホンジュラス 1 1

エルサルバドル 1 1

小計 19 26

446 816
（注１）企業数の合計は延べ数
（注２）富山県立地通商課の調査による

令和６年３月時点

合計

アジア州

118

太洋州

北米州

ヨーロッパ州

中東・アフリカ

中南米州
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 (４)　国際経済交流事業の概要

○国際会議の開催・参加
　・北陸（日本）・韓国経済交流会議への参加
  ・日中経済協力会議への参加
○国際経済交流機会の提供
　・中国・東南アジア等貿易投資商談ミッションの派遣
　・海外経済使節団の受入れ

経済交流団体との
ネットワーク強化

経済交流の促進 ○貿易・投資に関する情報の提供
　・定期刊行物の発行
　・貿易・投資セミナーの開催
○貿易投資コンサルティングの実施
　・貿易・投資アドバイザーによる企業コンサルティングの実施
○JETRO（東京本部・海外事務所）への職員の研修派遣
○経済ミッションの派遣
○海外見本市への出展支援
○その他、貿易・投資および人的交流の促進に係る事業

貿易・投資の促進

人的交流の促進

国
際
経
済
交
流
の
促
進

○広域連携による外国人客の誘致促進
　・北陸国際観光テーマ地区推進協議会
　・中部山岳広域観光推進協議会
　・海外観光客誘致推進協議会
　・富山県・岐阜県韓国観光客誘致協議会
○国際観光交流の促進
　・国際観光博覧会への出展

○海外観光宣伝事業の実施
　・環日本海地域・東南アジア地域を対象としたSNSによる情報発信
　・環日本海地域・東南アジア地域を対象としたオンライン観光説明会
の開催
○外国語案内板表示、パンフレットなどの受入体制の整備

○富山県大連事務所との連携・協力
○貿易関連団体との連携・協力
　・日本貿易振興機構（JETRO)
　・大韓貿易投資振興公社（KOTRA)ほか
○国際経済交流団体との連携・協力
　・北陸環日本海経済交流促進協議会（北陸AJEC)
　・北陸国際投資交流促進会議
　・富山県国際経済交流推進協議会　ほか
○自治体間の連携・協力
　・北東アジア地域自治体連合（経済・人文交流分科委員会への参加）

○国内商談会の開催、出展及び開催支援
 ・富山県ものづくり総合見本市の開催
　・国際見本市への出展
　・その他、貿易促進に関する展示商談会の開催支援
○ポートセールスの展開
　・伏木富山港利用促進事業（インセンティブ制度）の実施
○経済情報の収集及び提供
　・県内産業紹介パンフレットの作成
　・貿易、投資に関する相談業務
　・海外販路開拓サポートデスク事業の実施
○中小企業等の海外展開支援

交
流
支
援
体
制
の
整
備

交
流
機
会
の
拡
充

国
際
観
光
の
推
進
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(5) 日本貿易振興機構（JETRO）派遣職員名簿 

①本部・大連事務所へ派遣 

氏 名 所 属 派遣先・期間 
本部（東京） 大連事務所 

今 井  光 雄 観 光 通 商 課 
H 5. 8～H 6. 7 

H 6. 8～H 7. 7（富山） 
 

地 崎  真 史 観 光 通 商 課 H 6.10～H 7. 9 H 7.10～H 9. 3 

島 田  太 樹 観 光 通 商 課 H 7.10～H 9. 3 H 9. 4～H10. 3 

板 屋  雄 介 観 光 通 商 課 H 9．4～H10. 3 H10. 4～H11. 3 

石 崎  智 雄 観 光 通 商 課 H10. 4～H11. 3 H11. 4～H12. 3 

川 辺  秀 一 観 光 通 商 課 H11. 4～H12. 3 H12. 4～H13. 3 

林    秀 二 観 光 通 商 課 H12. 4～H13. 3 H13. 4～H14. 3 

宮 嶋  繁 雄 
観 光 通 商 課 

立 地 通 商 課 
H13. 4～H14. 3 H14. 4～H15. 3 

吉 澤  泰 樹 立 地 通 商 課 H14. 4～H15. 3 H15. 4～H16. 3 

高 瀬  寿 恵 立 地 通 商 課 H15. 4～H16. 3 H16. 4～H17. 3 

高 田  篤 史 立 地 通 商 課 H16. 4～H17. 3 H17. 4～H18. 3 

小 野  勉 立 地 通 商 課 H17. 4～H18. 3 H18. 4～H19. 3 

古 川  久 美 子 立 地 通 商 課 H19. 4～H20. 3 H20. 4～H21. 3 

最 上  史 郎 立 地 通 商 課 H21. 4～H22. 3 H22. 4～H23. 3 

鷲 北  弥 那 子 立 地 通 商 課 H23. 4～H24．3 H24. 4～H25．3 

②本部・シンガポール事務所へ派遣 

氏 名 所 属 派遣先・期間 
本部（東京） シンガポール事務所 

小 森    洋 立 地 通 商 課 H25. 4～H26. 3 H26. 4～H27. 3 

黒 部  早百合 立 地 通 商 課 H27. 4～H28. 3 H28. 4～H29. 3 

源    卓也 立 地 通 商 課 H29. 4～H30. 3 H30. 4～H31. 3 

③本部・ハノイ事務所へ派遣 
氏 名 所 属 派遣先・期間 

本部（東京） ハノイ事務所 
上 田  弘 大 立 地 通 商 課 H31. 4～R2. 4 R2. 5～R3. 3 

蛇 見   拓 斗 立 地 通 商 課  R3. 4～R4. 4 R4. 4～R5. 3 

細  川   雄  貴 立 地 通 商 課  R5. 4～R6. 4 R6. 4～R7. 3 

≪独立行政法人 日本貿易振興機構（JETRO）≫ 
 日本貿易振興機構（JETRO：ジェトロ）は、特殊法人「日本貿易振興会」（1958 年設立）を 2003 年

10 月に改編した独立行政法人です。ジェトロ富山貿易情報センター（ジェトロ富山）は、富山県の対外

経済活動の推進をはかるため、1979 年に設立されました。 
 世界 56 か国 75 か所の海外事務所（2024 年 3 月現在）のネットワークを活用し、「対日投資促進とス

タートアップ支援」「日本の農林水産物・食品の輸出支援」「中堅・中小企業の海外展開支援」「調査・研

究を通じた企業活動・通商政策等への貢献」「地方創生への貢献」を軸に、様々な事業を行っています。 
また、近年は、国際的な移動の制限やデジタル技術の普及に対応し、より多くの企業に積極的に海外

ビジネスに取り組んでいただけるよう、オンライン商談システムの構築や E コマースの活用など、サー

ビスのデジタル化を進めています。 
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13  富山県高等学校生徒海外派遣事業

回 日数 派　遣　先 団員 役員等 計

1 S58.12.21 ～ S59.1.5 16 イギリス、フランス、イタリア 18 3 21

2 S59.12.21 ～ S60.1.5 16 イギリス、フランス、イタリア 19 3 22

3 S60.12.20 ～ S61.1.4 16 イギリス、フランス、イタリア 19 3 22

4 S61.12.21 ～ S62.1.5 16 イギリス、西ドイツ、フランス 28 4 32

5 S62.12.20 ～ S63.1.4 16 イギリス、西ドイツ、フランス 28 4 32

6 S63.12.21 ～ S64.1.5 16 イギリス、オランダ、フランス 28 4 32

7 H2.3.13 ～ H2.3.28 16 イギリス、オランダ、フランス 28 4 32

8

9 H4.3.16 ～ H4.3.29 14 イギリス、フランス 28 4 32

10 H5.3.12 ～ H5.3.25 14 オランダ、イギリス 28 4 32

11 H6.3.11 ～ H6.3.24 14 オランダ、イギリス 28 4 32

12 H7.3.16 ～ H7.3.29 14 オランダ、ベルギー、フランス 28 4 32

13 H8.3.14 ～ H8.3.27 14 オランダ、ベルギー、フランス 28 4 32

14 H9.3.13 ～ H9.3.26 14 オランダ、フランス、スウェーデン 28 4 32

15 H10.3.13 ～ H10.3.27 15 オランダ、フランス、スウェーデン 28 4 32

16 H11.3.12 ～ H11.3.26 15 オランダ、フランス、デンマーク 20 4 24

17 H12.3.13 ～ H12.3.25 13 オランダ、ドイツ、フランス 19 4 23

18 H13.3.14 ～ H13.3.26 13 オランダ、ドイツ、ベルギー 18 4 22

19 H14.3.13 ～ H14.3.23 11 中国 20 4 24

20 H15.3.10 ～ H15.3.22 13 中国 20 4 24

21 H16.3.10 ～ H16.3.20 11 アメリカ合衆国 20 4 24

22 H17.3.9 ～ H17.3.21 13 中国 18 4 22

23 H18.3.8 ～ H18.3.18 11 アメリカ合衆国 16 4 20

24 H19.3.8 ～ H19.3.18 11 中国 18 5 23

25 H20.3.6 ～ H20.3.18 13 中国 18 4 22

26 H21.3.8 ～ H21.3.19 12 中国 19 4 23

27 H22.3.5 ～ H22.3.16 12 ドイツ、オランダ 20 4 24

28 H23.3.8 ～ H23.3.19 12 中国 19 4 23

29 H24.3.7 ～ H24.3.18 13 中国 20 4 24

30 H25.3.4 ～ H25.3.15 12 シンガポール、タイ、台湾 20 4 24

31 H26.3.10 ～ H26.3.21 12 シンガポール、マレーシア、台湾 24 5 29

32 H27.3.9 ～ H27.3.20 12 アメリカ合衆国 20 4 24

33 H28.3.7 ～ H28.3.18 12 アメリカ合衆国 20 4 24

34 H29.3.6 ～ H29.3.17 12 シンガポール、マレーシア、台湾 19 4 23

35 H30.3.5 ～ H30.3.16 12 シンガポール、マレーシア、台湾 20 4 24

36 H31.3.3 ～ H31.3.14 12 台湾、ベトナム 20 4 24

37

38

39

40 R5.3.6 ～ R5.3.17 12 アメリカ合衆国 20 4 24

41 R6.3.4 ～ R6.3.15 12 アメリカ合衆国 20 4 24

812 147 959

期　間

湾岸戦争のため中止

計

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

－ 126 －－ 126 －



13  富山県高等学校生徒海外派遣事業

回 日数 派　遣　先 団員 役員等 計

1 S58.12.21 ～ S59.1.5 16 イギリス、フランス、イタリア 18 3 21

2 S59.12.21 ～ S60.1.5 16 イギリス、フランス、イタリア 19 3 22

3 S60.12.20 ～ S61.1.4 16 イギリス、フランス、イタリア 19 3 22

4 S61.12.21 ～ S62.1.5 16 イギリス、西ドイツ、フランス 28 4 32

5 S62.12.20 ～ S63.1.4 16 イギリス、西ドイツ、フランス 28 4 32

6 S63.12.21 ～ S64.1.5 16 イギリス、オランダ、フランス 28 4 32

7 H2.3.13 ～ H2.3.28 16 イギリス、オランダ、フランス 28 4 32

8

9 H4.3.16 ～ H4.3.29 14 イギリス、フランス 28 4 32

10 H5.3.12 ～ H5.3.25 14 オランダ、イギリス 28 4 32

11 H6.3.11 ～ H6.3.24 14 オランダ、イギリス 28 4 32

12 H7.3.16 ～ H7.3.29 14 オランダ、ベルギー、フランス 28 4 32

13 H8.3.14 ～ H8.3.27 14 オランダ、ベルギー、フランス 28 4 32

14 H9.3.13 ～ H9.3.26 14 オランダ、フランス、スウェーデン 28 4 32

15 H10.3.13 ～ H10.3.27 15 オランダ、フランス、スウェーデン 28 4 32

16 H11.3.12 ～ H11.3.26 15 オランダ、フランス、デンマーク 20 4 24

17 H12.3.13 ～ H12.3.25 13 オランダ、ドイツ、フランス 19 4 23

18 H13.3.14 ～ H13.3.26 13 オランダ、ドイツ、ベルギー 18 4 22

19 H14.3.13 ～ H14.3.23 11 中国 20 4 24

20 H15.3.10 ～ H15.3.22 13 中国 20 4 24

21 H16.3.10 ～ H16.3.20 11 アメリカ合衆国 20 4 24

22 H17.3.9 ～ H17.3.21 13 中国 18 4 22

23 H18.3.8 ～ H18.3.18 11 アメリカ合衆国 16 4 20

24 H19.3.8 ～ H19.3.18 11 中国 18 5 23

25 H20.3.6 ～ H20.3.18 13 中国 18 4 22

26 H21.3.8 ～ H21.3.19 12 中国 19 4 23

27 H22.3.5 ～ H22.3.16 12 ドイツ、オランダ 20 4 24

28 H23.3.8 ～ H23.3.19 12 中国 19 4 23

29 H24.3.7 ～ H24.3.18 13 中国 20 4 24

30 H25.3.4 ～ H25.3.15 12 シンガポール、タイ、台湾 20 4 24

31 H26.3.10 ～ H26.3.21 12 シンガポール、マレーシア、台湾 24 5 29

32 H27.3.9 ～ H27.3.20 12 アメリカ合衆国 20 4 24

33 H28.3.7 ～ H28.3.18 12 アメリカ合衆国 20 4 24

34 H29.3.6 ～ H29.3.17 12 シンガポール、マレーシア、台湾 19 4 23

35 H30.3.5 ～ H30.3.16 12 シンガポール、マレーシア、台湾 20 4 24

36 H31.3.3 ～ H31.3.14 12 台湾、ベトナム 20 4 24

37

38

39

40 R5.3.6 ～ R5.3.17 12 アメリカ合衆国 20 4 24

41 R6.3.4 ～ R6.3.15 12 アメリカ合衆国 20 4 24

812 147 959

期　間

湾岸戦争のため中止

計

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

14 とやま名誉友好大使 

 
＜制度の概要＞  

 県では、県内に一定期間以上滞在した外国人の方々を対象に、平成元年度から、「とやま名誉大使」の

制度を創設し、令和５年度末までに、延べ1,645名の方に委嘱しています。 

 平成20年度から、名称を「とやま名誉友好大使」とし、富山のよき理解者として、世界と富山県との

友好の架け橋となっていただくようお願いしています。 

 県からは、最新の本県の状況を知ってもらうため、各種の統計資料、パンフレット、書籍類を随時送

付し、逆に「大使」からは海外での近況を紹介するレポートや、外から見た富山県の感想、魅力あふれ

る富山県を築き上げるためのアドバイス等をお願いしています。 

 

＜大使の委嘱条件＞  

 (1)  国際交流、国際理解に関心があり、本県在住期間中、以下に掲げるいずれかの活動を通じて、県

民との国際交流を深めた者 

    ア 各種国際交流事業に積極的に参加し、県民との交流を図った者 

    イ 諸外国の紹介を通し、県民に諸外国への関心を喚起した者 

    ウ 本県について理解があり、各種の機会をとらえ、本県についての意見を発表した者 

    エ 国際交流ボランティア活動等の諸活動を積極的に行った者 

    オ 在住外国人の連携を図るとともに、外国人と県民との交流に努めた者 

 (2) 国内外において、各自の活動に併せて、本県の紹介に努めてもらえることが期待される者 

 (3) 日常会話、簡単な読み書き程度の日本語能力を備えている者 

(4) おおむね１年以上本県に滞在する者（ただし、永住を目的に来日した者は除く） 

 

＜大使の業務内容＞ 

(1) 国内外において、本県の紹介に努めるとともに、本県と諸外国の国際交流の推進のため、各種の 

  アドバイスを行うなど、世界の国々と本県の友好の架け橋となる。 

(2) 在住外国人との連携に努め、各種情報の収集にあたるとともに、在住外国人に対し、富山県の紹

介に努める。 

(3) 再び県内に在住することがある場合は、可能な限り、県内の国際交流事業等の推進に協力し、県 

  民との交流を図る。 

(4) 委嘱期間中適宜、近況または、外からみた本県の感想をレポートにして提出する。 

 (5) 県が必要とする各種情報の提供等、各種の協力をする。 
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＜＜ととややまま名名誉誉友友好好大大使使年年度度別別委委嘱嘱者者数数（（6633かか国国・・地地域域11,,664455名名））＞＞

国国・・地地域域名名 HH元元～～1133年年度度 1144年年度度 1155年年度度 1166年年度度 1177年年度度 1188年年度度 1199年年度度 2200年年度度 2211年年度度 2222年年度度 2233年年度度 2244年年度度 2255年年度度 2266年年度度 2277年年度度 2288年年度度 2299年年度度 3300年年度度 RR元元年年度度 RR22年年度度 RR33年年度度 RR44年年度度 RR55年年度度 国国別別計計

1 アアイイルルラランンドド 8 2 1 2 1 1 2 1 1 1199

2 アアメメリリカカ合合衆衆国国 207 16 16 20 18 19 17 16 11 14 16 11 10 14 11 11 14 19 9 11 16 18 18 553322

3 アアルルゼゼンンチチンン 14 1 1 1 1 1 1 1 1 2222

4 アアルルババ 1 1 22

5 イイタタリリアア 1 11

6 イインンドドネネシシアア 6 1 4 1 1122

7 イインンドド共共和和国国 1 1 22

8 ウウククラライイナナ 1 11

9 英英国国 79 12 11 10 8 5 6 5 1 3 1 1 1 1 3 2 1 2 2 2 115566

10 エエククアアドドルル共共和和国国 0 1 11

11 エエジジププトト 2 22

12 オオーースストトララリリアア 30 3 2 6 1 2 1 2 2 1 5500

13 オオーースストトリリアア 1 11

14 オオラランンダダ 1 11

15 ガガーーナナ 2 22

16 カカナナダダ 55 7 4 3 6 4 7 2 2 2 1 2 1 3 3 2 1 2 2 1 111100

17 カカンンボボジジアア 1 11

18 ググアアテテママララ 1 11

19 ググルルジジアア 1 11

20 ケケニニアア 1 11

21 ココンンゴゴ（（旧旧ザザイイーールル）） 1 11

22 ザザンンビビアア 2 22

23 ジジャャママイイカカ 0 1 1 1 2 1 66

24 シシリリアア 1 11

25 シシンンガガポポーールル 2 1 1 1 1 1 77

26 ススペペイインン 1 11

27 タタイイ 1 3 1 55

28 台台湾湾 1 1 22

29 大大韓韓民民国国 51 5 6 3 6 5 3 1 1 2 1 2 1 1 8888

30 タタンンザザニニアア 1 11

31 チチェェココ 1 1 1 2 55

32 中中華華人人民民共共和和国国 107 9 9 9 7 9 5 4 6 6 6 7 5 8 11 6 6 5 8 1 1 2 1 223388

33 デデンンママーークク王王国国 0 1 11

34 ドドイイツツ 12 1 1133

35 トトリリニニダダーードド・・トトババゴゴ 0 1 1 1 33

36 ニニュューージジーーラランンドド 12 2 1 1 1 1 1 1 1 2211

37 ネネパパーールル 7 77

38 ノノルルウウェェーー 1 11

39 ババーーレレーーンン 0 1 11

40 ハハンンガガリリーー 2 1 3 1 1 88

41 ババンンググララデディィシシュュ 1 1 22

42 フフィィジジーー 1 11

43 フフィィリリピピンン 5 2 2 1 1100

44 フフィィンンラランンドド 0 1 11

45 ブブーータタンン 1 11

46 ブブララジジルル 96 5 5 4 3 4 2 2 3 1 2 3 3 2 3 3 3 2 4 1 3 115544

47 フフラランンスス 2 1 33

48 ベベトトナナムム社社会会主主義義共共和和国国 0 1 3 1 1 66

49 ペペルルーー 1 11

50 ベベルルギギーー 1 11

(50音順）
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国国・・地地域域名名 HH元元～～1133年年度度 1144年年度度 1155年年度度 1166年年度度 1177年年度度 1188年年度度 1199年年度度 2200年年度度 2211年年度度 2222年年度度 2233年年度度 2244年年度度 2255年年度度 2266年年度度 2277年年度度 2288年年度度 2299年年度度 3300年年度度 RR元元年年度度 RR22年年度度 RR33年年度度 RR44年年度度 RR55年年度度 国国別別計計

51 ポポーーラランンドド 1 11

52 ホホンンジジュュララスス 1 11

53 ママララウウイイ 3 33

54 ママレレーーシシアア 8 1 99

55 南南アアフフリリカカ 0 1 1 1 1 1 1 2 88

56 ミミャャンンママーー連連邦邦共共和和国国 1 1 22

57 メメキキシシココ 1 11

58 モモナナココ 2 2 1 55

59 モモロロッッココ 2 22

60 モモンンゴゴルル 4 2 2 2 2 1122

61 ララオオスス 1 1 22

62 ララトトビビアア共共和和国国 1 11

63 ロロシシアア連連邦邦 35 5 1 3 1 2 2 4 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 2 8888

774433 6666 6611 7733 5555 5522 4455 3388 2288 3311 3366 3344 2288 3311 3333 3300 3377 3344 3311 2299 3355 2288 2277 11664455年年度度別別計計

令和6年3月31日現在

Ⅲ　

国
際
交
流

－ 129 －－ 129 －




